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Ⅰ．はじめに
　近年、学習論のパラダイムは変化している。学習の
基本とは、別の文脈にも転移できる表象化された一般
的知識や規則の体系などではなく、具体的な問題に直
面したときにどう振る舞い、どう問題を解決していく

かという様式を学ぶことであり、実践のやり方を学ぶ
ことである（Hanks, 1993）。教科書やマニュアルに書
かれている形式知は、実践の場での学びをとおして実
践知へと身体化される（高橋, 2012）。
　Lave et al.（1991）は、技能獲得のためにはそれを
保有する実践共同体に、社会文化的実践を通じて参加
を深めることが不可欠であるとしている。職場や学校
など、特定の社会的実践を展開している場は実践共同
体と呼ばれ、Wenger et al.（2002/2007）は、「ある
テーマに関する関心や問題、熱意などを共有し、その
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分野の知識や技能を、持続的な相互交流を通じて深め
ていく人々の集団」と表現しており、松本（2012）は「組
織の中で知識を創造・保有・更新していく装置」であ
ると述べている。
　また、Wenger et al.(2002）は実践共同体と公式組
織を二重構造としてとらえている。実践共同体のメン
バーは同時に公式組織にも所属しており、その多重成
員性が学習のループを生み出しているという。公式組
織の一員として職務を遂行するにあたってスキルを適
応し、新しい問題に直面すると新しい解決方法や知識
を考え出す。その経験や知識を実践共同体に持ち込ん
で議論し、一般化あるいは文書化し、問題解決に対す
る支援を得て、再度公式組織にそれを持ち込み、現
実の問題に適用するというループである（Wenger et 
al., 2002/2007）。公式組織の学習は教育や訓練によっ
て意図的に教えたり学習できたりする側面が中心であ
るのに対して、実践共同体では、慣習によって無意識
的に身体化されている側面、暗黙知と呼ばれる知をも
学習対象にすることができる。
　実践共同体に参加する初期のプロセスは正統的周辺
参加（LPP，Legitimate Peripheral Participation）と
よばれ、新参者は全体への影響が小さく周辺的で責任
の軽い役割から参加し、次第にその実践共同体の成員
に認められ、相互作用を通して、実践へ深く関与した
状態である十全参加（full participation）へ移行しな
がら、知識・技能を獲得し、アイデンティティを形成
していくと考えられている。Wengerの「アイデンテ
ィティ」は、ある者が実践を通じて、他者や人工物な
どとつながることから生じる関係性そのものを指す言
葉であり、関係性の変化に応じて常に変化することを
含む概念である。
　EBN（Evidence-Based Nursing）は、「エビデンス

（研究成果）」「患者の意向」「臨床経験に基づく知識」「社
会資源」の4要素を総合的に判断して総合的に決定さ
れるが（Dicenso et al., 1998）、多くの場合、研究成果
をそのまま患者に適応することは難しい。臨床での実
践では、患者と取り巻く環境を理解し、社会資源を活
用して、その患者に合わせて研究成果が活用される。
その際、これらを結びつけるのは、看護観に裏打ちさ
れた看護師の臨床経験に基づいた知識であり、それは
実践共同体が有するものであるため、実践共同体の成
員との関わりあいの中でのみ学ぶことができる。
　実践共同体に関する先行研究をみると、奥野（2013）
が看護実践現場における新卒看護師の学びの経験の特

徴を、山田ら（2009）が、新人看護師が学習資源とな
る他者･ツールを見出して対話し、アイデンティティ
が一人前へと変化する過程を報告している。看護学生
を対象としたものでは、香川ら（2012, 2007）による、
状況論の「移動」概念に依拠した、学内から臨地実習
へと移る際の学習過程に関する研究があるが、看護学
臨地実習における学生の実践共同体への参加をキーワ
ードとした研究は見あたらない。
　専門職教育では、学校から現場への移行時期

（transition period）は「専門職としての知識・技術・
価値観が要求される職業的社会化のプロセス」と定義
される（Mooney, 2007）。そのため、これまでは新人
看護師の職業継続に焦点があてられてきたが、学生の
立場からもとらえる必要がある。看護学生は看護学臨
地実習において期間、立場は限定的であるが実践に参
加し、実践共同体の成員との相互作用を通して知識・
技能を獲得し、アイデンティティを形成すると考えら
れる。
　看護学臨地実習での学びを実践共同体における学び
としてとらえなおすことにより、看護学臨地実習を通
した学生のアイデンティ形成の軌跡が描写され、今後、
臨地実習のあり方を検討する一助となると考える。そ
こで、本研究では、看護学臨地実習でのチームや組織
への参加による学習経験を報告している文献を総括
し、実践共同体の視点から学びを再構成することを目
的とする。

Ⅱ．用語の定義
１．実践共同体
　Wenger et al.（2002/2007）の、「あるテーマに関
する関心や問題、熱意などを共有し、その分野の知識
や技能を、持続的な相互交流を通じて深めていく人々
の集団」、および、実践共同体と公式組織の二重構造性、
実践共同体に参加する初期のプロセスである正統的周
辺参加を参考に、次のように定義した。
　公式組織との二重構造をとる、参加による学習を第
一義の目的とした実践の場であり、成員が共通のテー
マに関する関心や問題、熱意などを共有し、持続的な
相互交流を通じて知識や技能を深め、アイデンティテ
ィを構築していく場である。

Ⅲ．研究方法
　医学中央雑誌WEB版Ver.8（収録範囲1977～2017
年）を用い、キーワード「臨地実習」「学びの過程」「学
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生」「チーム」「組織」を組み合わせて、期間を限定せ
ずに看護の原著論文を検索した。抽出された論文162
件の中で、看護学生の臨地実習での学びの過程につい
て記述している25文献（2002～2015年）を選出した。
　各文献から抽出した内容を実践共同体の定義を構成
する「新たな参加者としての実践共同体との関わり」

「看護実践に関する関心や問題、熱意などの共有」「実
践共同体の成員との相互交流を通じた知識や技能の深
まり」「アイデンティティの構築」の4つの要素毎に
整理し、学生の学びの状況をとらえた。

Ⅳ．結果
１．分析対象となった25論文の調査対象
　調査対象者の属性は、卒業年次15件、大学3〜4年
次1件、大学3年次2件、大学2年次4件、大学1年
次1件、新卒看護師１件、記載なし1件であった。
　調査方法は、質問紙11件、インタビュー（半構成的・
構造化）7件、レポート4件、実習記録2件、ジャー
ナル2件であった。いずれも記述内容の質的分析が行
われていた（表１）。

２．看護学臨地実習での学びの過程
1）新たな参加者としての実践共同体との関わり
　学生は期待と不安を抱きながら（村田, 2010）、肯
定的なかかわりを指導者に求めて実習に臨んでいた

（三浦ら, 2004）。病棟スタッフには学生を看護チーム
の一員として容認する姿勢があり、学生の意欲やひた
むきな姿により病棟スタッフのさらなる意欲的な指導
が得られた（尾崎ら, 2002）。
　6割の学生が看護チームで協働することを経験して
いるが、経験の8割が看護師の行動を通してのもの（山
崎ら, 2012）であった。学生の3割はチームの一員と
しての位置づけを意識する機会としてカンファレンス
への参加をあげていた（今泉ら, 2007）。
　学生は、チームメンバーとの関わりの中で組織に適

表１　対象論文の調査対象

対　　象 内訳 総数
新卒看護師 1

卒業年次

卒業年次 6

15
専門4年 1
専門3年 6
短大3年 2

大学3～4年 1
大学3年 2
大学2年 4
大学1年 1
記載なし 1

計 25

表2　新たな参加者としての実践共同体との関わり

・�看護師として、どのように自分が育っていくのかという期待と不安をもって実習に臨んだ（村田, 2010）
・�学生は、気にかけて欲しい、楽しい雰囲気で実習したいと期待し、肯定的な関わりを指導者に求めていた（三浦ら, 2004）
・�病棟スタッフに、学生を看護チームの一員として容認する姿勢があった（尾崎ら, 2002）
・�学生の意欲や患者へのひたむきな看護行為の姿に病棟スタッフが刺激を受けて、さらに意欲的に学生指導に取り組むといっ

た相乗効果が得られていた（尾崎ら, 2002）
・�看護チームで協働することに関して、学生自身が経験したと回答した学生は60.6%、看護師の行動を通して経験したと回答

した学生は84.5%であった（山崎ら, 2012）
・�チームメンバーとの関わりの中で、組織に適応していく体験をしていた（村田, 2010）
・�学生の約3割が、チームの一員としての位置づけを意識する機会としてモジュールカンファレンスへの参加をあげた（今泉

ら, 2007）
・�チームのメンバーとして意図的に位置づけられることで、看護師の交渉力の重要性やコーディネーターとしての看護師の役

割の重要性をチームケアの強みと捉えた（村田, 2010）
・�患者の状況の変化やスケジュールの変更時に調整や協力の依頼を行う経験を通して、チームの一員としての自分の認識をし

た（中西, 2013）
・�チームに迎え入れられたことで、学生である自己が看護者である自己として認められたと実感した（尾崎ら, 2002）
・�学習過程での他者からの受け入れが学習意欲を高めた（川原, 2008）
・�看護師の考えに触れることがその人となりに触れることとなり、相談しやすくなる、近づきやすくなるなどの効果が得られ

た（今泉ら, 2007）
・�看護師からの肯定的なフィードバックや共感的な態度が、自信、不安の軽減、悩みの解決につながり、看護実践上の重要な

支援的存在であることが認識できた（今泉ら, 2007）
・�脅かされない、守られているという関係の中で患者への関心が高まり、積極的な姿勢で学習に臨めた（今泉ら, 2007）
・�チームで協力することを実感し、周囲を捉えることで空間や人間関係の広がり、時間的な広がりについて気づいた（槙ら, 

2007）
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応し（村田, 2010）、チームの一員としての自分の認
識や（中西, 2013）、看護者である自己として認めら
れた実感を持ち（尾崎ら, 2002）、他者からの受け入
れが学習意欲を高めていた（川原, 2008）。
　さらに、チームで協力することを実感し、周囲を捉
えることで空間や人間関係の広がり、時間的な広がり
について気づいた（槙ら, 2007）（表2）。
2）看護実践に関する関心や問題、熱意などの共有
　学生は、看護師の協力場面、フォーマル、インフォ
ーマルな場面での情報交換や看護方針の検討、協働で
行う記録の分析やカンファレンスを通してチームで看
護や医療を行うことを学んでいた（山崎ら, 2012；漆
坂ら, 2009；宮脇ら, 2008；槙ら, 2007）。
　情報交換の重要性を認識する段階から、情報の取捨
選択を行った上で実際に相手に伝えることの難しさに
気づく段階へ進み（奥ら, 2010）、 知識が不十分であっ
ても発信すると、必要な支援や助言が得られ、安全
で質の高い看護を提供できることを学んだ（池田ら, 
2013）。
　指導者と共に行動し、他のスタッフとの連携やタ
イムリーな質問や報告、連絡、相談を経験し（深田
ら, 2015；黒髪ら, 2009）、スタッフに指導交渉などの
働きかけを行うように変化した（池田ら, 2013；中西, 
2013）。しかし、看護師の動きが把握しきれないこと
がしばしばあった（佐居ら, 2009）（表3）。
3�）実践共同体の成員との相互作用を通じた知識や技

能の深まり

　学生は、看護師と共に行動し、見学や自らも実践す
る体験を通して、看護に必要な能力を再確認し（田中,  
2013）、看護の特性（宮脇ら, 2008）を学んでいた。
患者を理解するための実践方法（田中, 2013）、意図
的な情報収集（槙ら, 2007）といった対象理解に関す
る内容、安全・安楽への援助（槙ら, 2007）、的確・
迅速な対応（槙ら, 2007）といった実践に関する内
容、さらに、チームリーダーに関する内容や、冷静に
確実に仕事をこなす大切さ（槙ら, 2007）を学んでい
た。助言を受け、自分の行動を振り返り、患者の気持
ちに気づき、病態や援助を考えている（當間, 2014）。
そして、予防的関与の必要性を感じる段階から、予
測外の状態の変化に合わせた行動に変化した（奥ら, 
2010）。
　看護師から自分にとってのモデルになる振る舞いを
学習しており（宮脇ら, 2008）、自分の動きをイメー
ジ化した（槙ら, 2007）。また、「看護者の優しさが辛
い実習をこれほど緩和してくれるとは思わなかった。
ケアリングは大切。」と、実習中に自分が先輩看護師
からケアリングを受けた効果の実感は、ケアリングす
ることの意味を深く理解することにつながった（宮脇
ら, 2008）。さらに、看護の場面や指導を受ける際な
どの感情コントロールを身につける能力として認識し
た（宮脇ら, 2008）（表4）。
4）看護師としてのアイデンティティの構築
　他者の存在や自分自身に向けられた言葉を通して学
習が発展し、自己と対峙しながら職業的アイデンティ

表3　看護実践に関する関心や問題、熱意などの共有

・�看護師が声を掛け合い、協力し合う姿を間近に見て、チームで看護をしている事を実感した（槙ら, 2007）
・�場に身を置いて、働いているスタッフを観察し、チーム医療の重要性を学習した（宮脇ら, 2008）
・�業務の調整や報告をする体験から、患者に関心を持つことや主体性の大切さを再確認し、学生自らチームに働きかける行動

へと変化した（池田ら, 2013）
・�看護師の行動から、チームで協働することして、看護師同士の協力場面、フォーマル、インフォーマルな場面での情報交換

や看護方針の検討をあげていた（山崎ら, 2012）
・�チームで協働することに、カンファレンス等への参加をあげており、看護師側からの働きかけによる経験が多かった（山崎

ら, 2012）
・�カンファレンスへの参加などを通して他職種との連携・協働の必要性や、看護師の役割などを学んだ（漆坂ら, 2009）
・�チームを観察することで協調性を学習した（宮脇ら, 2008）
・�やり取りを通して、知識が不十分でも発信すれば必要な支援や助言を速やかに得られ、安全で質の高い看護を提供できるこ

とを学んだ（池田ら, 2013）
・�情報交換の重要性を感じ、情報の取捨選択や、優先順位を考えて伝えることが必要であると気づいた（奥ら, 2010）
・�指導者の働きかけによって病棟全体の動きがわかり、報告の内容やタイミング、指示の待ち方がわかった （黒髪ら, 2009）
・�看護師と共に行動し、質問や報告、連絡、相談がタイムリーにできた（深田ら, 2015）
・�共に行動してリーダーの仕事を知り、リーダーの状況をみて報告相談を行うというメンバーとしての対応が考えられた（中

西, 2013）
・�看護師の動きを把握しきれないことがしばしばあった（佐居ら, 2009）
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ティを模索するプロセスの中で（清水, 2010）、拡散
していた知識が学生の中で統合され、看護とは何かを
自ら問い直すことができた（小元ら, 2010）。そして、
自己中心的視点から他者中心的視点へ（田中, 2013）
転換した。
　看護者の考えや思いを表現できることに意味を見出
し（宮脇ら, 2008）、 実習で得た看護観と喜びを認識し

（山縣, 2010）、看護の魅力は内面化された（小元ら, 
2010）。
　学生は実習を通して看護師の看護の姿勢や看護観
に触れて、自分の看護観を培い（深田ら, 2015）、自

分なりの看護師像をイメージしている（槙ら, 2007）。
看護計画が看護チームに承認、共有されたことからも、
チームの一員に影響を与えられそうであるという感じ
や、看護師としてやっていけるという感じを持てた（尾
崎ら, 2002）。
　また、様々な領域で生き生きと働く看護者に刺激を
受けて、将来の自分にも活動可能な場が広がったと捉
えており（宮脇ら, 2008）、看護職への職業意識や志
望動機を高めている（田中, 2013；宮脇ら, 2008）（表
5）。

表4　実践共同体の成員との相互作用を通じた知識や技能の深まり

・�看護の特性は、患者と関わる体験や看護師の行動を観察する体験の中から習得した（宮脇ら, 2008）
・�患者を理解するための実践方法を看護師から学んだ（田中, 2013）
・�看護師の行動を見学し、共に援助する中で、看護に必要な能力を再確認した（田中, 2013）
・�看護師と共に行動し、意図的に素早く情報収集を行うことを学んだ（槙ら, 2007）
・�看護師のケア実践を見たり、自分も実施したりして、安全・安楽への援助を感じ取った（槙ら, 2007）
・�様々な場面で看護師の判断や行動を間近に観察し、的確・迅速な対応を学んでいた（槙ら, 2007）
・�行動を共にし、チームリーダーの重要性や視野の広さ、患者の状態やメンバーの状況を的確に把握しチーム全体をスムーズ

に動かすこと、冷静に確実に仕事をこなす大切さを学んでいた（槙ら, 2007）
・�看護師から、患者と向き合うことを助言されて、自分の行動を振り返った（當間, 2014）
・�看護師から、自分で考えることの必要性を伝えられ、意欲的に患者の病態や援助を考えた（當間, 2014）
・�看護師から、患者の言葉の意味を考えることの助言を受け、患者の気持ちに気づいた（當間, 2014）
・�他者や他の経験との比較をし、問題点の気づきを得た（山縣, 2010）
・�指導者から、ケアを通して看護の姿勢や方法について学び、看護の円滑な展開ができた （三浦ら, 2004）
・�看護師と関わる体験を通して、自分にとってモデルになる振る舞いを学習した（宮脇ら, 2008）
・�先輩看護師から受けたケアリングの体験は、ケアリングの意味の深い理解につながっていた（宮脇ら, 2008）
・�状況をアセスメントして報告や患者指導する看護師を見て、自分の動きをイメージ化した（槙ら, 2007）
・�学生が失敗ととらえた内容は、患者に苦痛を与える、看護技術の未熟さといった看護技術に関する経験、患者・教員・看護

師等の言動といった人との経験に関する経験に起因していた（川原, 2008）
・�予防的関与の必要性を感じる段階から、予測外の状態の変化に合わせた行動に変化した（奥ら, 2010）
・�看護の場面や指導を受ける際などの感情コントロールを身につける能力として認識した（宮脇ら, 2008）

表5　看護師としてのアイデンティティの構築

・�看護計画が看護チームに承認、共有され、チームの一員に影響を与えられそうであるという感じや、看護師としてやってい
けるという感じを持てた（尾崎ら, 2002）

・�看護の魅力は、それを感じる体験により内面化された（小元ら, 2010）
・�看護者が仕事を通して自分の考えや思いを表現できることに意味を見出した（宮脇ら, 2008）
・�実習で得た看護観と喜びを認識した（山縣, 2010）
・�自己中心的な視点から他者中心的視点へ転換した（田中, 2013）
・�拡散していた知識が学生の中で統合され、看護とは何かを自ら問い直すことができた（小元ら, 2010）
・�様々な領域で生き生きと働く看護者に刺激を受けて、将来の自分にも活動可能な場が広がったと捉えており、看護職に就く

上での動機付けとなった（宮脇ら, 2008）
・�他者の存在や自分自身に向けられた言葉を通して学習が発展し、自己と対峙ながら職業的アイデンティティを模索するプロ

セスをたどった（清水, 2010）
・�現場の看護者を役割モデルにして自己と同一視し、看護の職業意識が高まった（宮脇ら, 2008）
・�理想の看護師と出会い、看護職への憧れや志望願望が増強された（田中, 2013）
・�76％の学生が目指したい看護師と出会えて、その言動を契機として看護観を培っていた（深田ら, 2015）
・�多忙な状況においても患者中心の看護という基本的な姿勢を忘れない看護師の姿を見て、自分もこのようにありたいと思っ

た（槙ら, 2007）
・�良い役割モデルとの出会いは、看護師へのステップを上っている肯定感をもたらした（宮脇ら, 2007）
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Ⅴ．考察
　看護学臨地実習は教育カリキュラムの一つとして行
われ、組織化された形態で教育が行われている。公式
組織には実習生という立場で受け入れられ、実習目標
を掲げて実習運営がなされている。公式組織と二重構
造をとる実践共同体での学習は、公式組織のスタッフ
である実践共同体の成員とのやり取りからとらえるこ
とができる。
　実践共同体では、新たな参加者は全体への影響が小
さく周辺的で責任の軽い役割から参加する。臨地実習
においても、実習生として実践共同体への参加の正統
性を得ている学生は、成員に同行し、実践を見学する
ことから参加が始められている。学生は、看護師の姿
から看護に関わる概念や実践知を支える前提条件とし
ての知識や技術、対象理解の意味と方法、実践技術の
質について考えを深めている。そして、徐々に看護師
と共に自らも実践をしていくように関わりを深めると
ともに、学習行動を俯瞰し、看護実践者である自分の
あり方の理解が進んでいる。
　実践共同体の成員に、実習生として受け入れられ、
肯定的なフィードバックを受ける、共感的態度を示さ
れるという経験により、学生は自分が一員として受け
入れられたと感じ、それが積極的な学習姿勢や効果的
な学習行動となっている。それは、スタッフに指導交
渉などの働きかけを行うように変化したこと（池田ら,  
2013；中西, 2013）、情報の取捨選択を行った上で実際
に相手に伝えることの難しさに気づいたこと（奥ら,  
2010）、発信することで支援や助言が得られ、安全で
質の高い看護を提供できることを学んだこと（池田ら,  
2013）、などに現れている。
　アイデンティティは、他者との関わりの中で自己表
現することを通して自分の考えや自分の存在について
主観的に考えをまとめ、また、自己を表現した時の他
者の反応から客観的にみた自己を確認するという作業
のもとで確立していくことから（鈴木ら, 2012）、脅
かされずに自己表現できたことや肯定的なフィードバ
ックに支持されて、学生自身が自分の看護を肯定でき
るようになり、対象への関心をさらに高め、より質の
高い看護を提供しようとする行動に変化していった。
　関係性にもとづくアイデンティティを形成するため
に、自己を取り巻く社会、文化、他者を含めた環境に
関わっていくなかで、特定の社会的役割に応え、役割
を果たす者としてその社会から認められることで自
らを定位させていくことが重要である（前田, 2009）。

臨地実習においては、周辺的な役割であっても、学生
がその役割の意味を考え、見出した役割を遂行するた
めの支援を看護師に求める交渉を行っていることは、
アイデンティティ形成につながるものである。
　学生は単に一般的知識や規則の体系を伝達されてい
るのではない。伝えられているのは、スタッフ自身が
実践共同体の一員として、自分自身が得ている具体
的・実践的な看護実践を導くための思考や行動であり、
その基盤となる看護観である。しかし、それはその実
践共同体独自の文化、慣習に留まるものでもなく、看
護の共通性や普遍性が意識されたものであると推測さ
れる。なぜならば、学生が、看護とは何かを自ら問
い直し（小元ら, 2010）、自己と対峙しながら職業的
アイデンティティを模索するプロセスの中で（清水, 
2010）、自分の看護観を培い（深田ら, 2015）、自分な
りの看護師像をイメージしている（槙ら, 2007）から
である。成員による学生の受け入れ、伝えている内容
とその意図については今後明らかにする必要がある。
　専門家の職業的アイデンティティの教育にはモデル
が必要とされる（前田, 2009）。学生は、それぞれの
もつ知識・技術・情意的側面への配慮を受けながら、
成員とのやり取りから学んでおり、自らの手本となる
モデルを見出した学生もいる。実習の中で自分が看護
師から受けたケアリングの体験はケアリングの意味の
深い理解につながったり（宮脇ら, 2008）、自己中心
的な視点から他者中心的視点へと（田中, 2013）看護
を受ける対象の立場でとらえるような変換がなされた
りしている。臨地実習を通して学生はモデルから、養
育性をもって、その職種に求められる社会化過程につ
いて説明的に教育され、勢力性を感じ取っている（前
田, 2009）。そして、観察者に一定の技能がなければ
モデルの行動を再生することができないため、それに
気づくことができた学生はその社会化過程に必要な知
恵あるいは技能を習得するという新たな目標に向かっ
て学びを加速させるのである（前田, 2009）。
　このように、成員との交渉を通して、学生が看護の
意義を見出し、看護師としてのアイデンティティを見
つけていく過程が看護学臨地実習での実践共同体とし
ての学びの中心ではないかと考える。
　実習生という立場により、ひとりの患者を受け持つ
のか複数を受け持つかの違いはあるものの、看護実践
が受け持ち患者中心であり、組織での活動は看護師と
して参加する者よりも限定的であるため、公式組織と
の二重構造をとる実践共同体での学びの範囲にも影響
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すると推測される。しかし、看護学生の臨地実習にお
ける実践共同体の学びは、所属する組織での看護実践、
つまり、特定の看護実践共同体での十全参加に向けた
ものではなく、看護実践者の形成に向かった軌道であ
るところに特徴があると考える。

Ⅵ．結論
1．新たな参加者としての実践共同体との関わり

　学生は肯定的関わりを求めて臨地実習に臨み、ス
タッフからは看護チームの一員として容認する姿勢
で指導を受けた。メンバーとの関わりの中で組織に
適応し、チームの一員としての認識や看護者として
の自己として認められた実感を持てた。

2．看護実践に関する関心や問題、熱意などの共有
　看護師の協力場面、フォーマル・インフォーマル
な場面での情報交換や看護方針の検討、協働で行う
記録の分析、カンファレンスへの参加を通してチー
ムで看護を行うことを学んでいた。また、発信する
ことで必要な支援や助言が得られ、安全で質の高い
看護を提供できることを学び、スタッフへの指導交
渉などの働きかけを行うように行動が変化した。

3．�実践共同体の成員との相互作用を通じた知識や技
能の深まり

　学生は、看護師と共に行動し、見学や自らも実践
する体験を通して、対象理解に関する内容、看護実
践に関する内容、看護師のあり方を学び、予測外の
状態の変化に合わせた行動に変化した。看護師から
自分にとってのモデルになる振る舞いを学びとり、
自分が受けたケアリングの体験からケアリングの理
解を深めていた。

4．看護師としてのアイデンティティの構築
　他者の存在や自分自身に向けられた言葉を通して
学習が発展し、自己と対峙しながら職業的アイデン
ティティを模索するプロセスをたどり、自己中心的
視点から他者中心的視点へ転換し、看護職への職業
意識や志望動機が高まった。

5．臨地実習における実践共同体の学びの特徴
　看護学生の臨地実習における実践共同体の学び
は、所属する特定の組織内での看護実践に向けたも
のではなく、看護実践者形成に向かった軌道である
ところに特徴がある。
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